
第９号様式　その１

１　事業者の氏名等

２　報告する事業所等の全体の状況（2018年度）

３　地球温暖化対策のレベル

４　事業者としての取組

５　特記事項

（日本工業規格A列4番）

本年も昨年と同様に節電対策として、照明の間引き及び使用していない場所での消灯、ＬＥＤ照明への更新作業を継続

中。また、室内温度、外気温度等の測定を行い室内環境を損なわない程度で空調熱源の冷温水温度を調整し電気使用

量を抑える努力をしています。CO2排出削減目標として2018年度に対して2019年度において１％の削減を目標としてい

ます。

事 業 者 の 氏 名

(法人にあっては名称

及び代表者の氏名 )

理事長　中村哲也

A116

所内会議・研修会等で報告

A103

具体的な取組目標と内容の設定

A113

推進担当者の知識向上・内部還元

A111

全従業員に温暖化対策情報の提供

A114

温暖化対策優良事例の情報収集

A108

組織横断的な推進体制の整備

対策番号

対策名

A101

地球温暖化対策の方針等の設定

A107

排出状況の整理・分析・提供

組織体制の

整備の状況

重点対策 その他対策

対策番号

対策名

A102

温暖化対策推進担当の配置

5,816 kl

原油換算エネルギー

使 用 量 の 合 計

15

条例第8条の23第1項

報 告 事 業 所 数

事業所

事業所

取組方針

既に各事業所に通達された基本的部分での省エネへの取り組みの徹底と実践に踏み

込み、設備機器等の更新・追加設置に際し効率的な機器を選定し順次CO2削減対策

を進めていく。新築・建替え・改修工事についても、CO2・エネルギーの削減を十分に

考慮し計画する。また、グループの各施設が一体となって医療に影響のない範囲で節

電に努める。

0 kl

原油換算エネルギー

使 用 量 の 合 計

重 点 対 策 の レ ベ ル

1

条例第8条の23第2項

報 告 事 業 所 数

0

地球温暖化対策報告書（その１）

医療法人社団明芳会

事 業 者 番 号
A 0 7 1 5



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2018年度の状況）

①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO

2

/m

2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　

電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  

⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

     　

⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本工業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称

板橋中央総合病院B～G

事 業 所 番 号

A 0 7 0 01

事 業 所 等 の 所 在 地

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒

1 7

－

1

1

区 市 町 村 名

0

－

0

0

東京都板橋区

小豆沢2-19-19

5

1年未満

4

□■
1年度分20,431.11

m

2

■ □

町 名 番 地

以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の

エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類

における細分類番号

8 3

報告範囲の主たる用途

□

□

前 年 度 の 報 告 内 容

か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258）

1,473

1 1
連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮）
2,864

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

41

総　計（④=②+③）
2,905

二酸化炭素

排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た

りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

140.1

燃料等の種別

推計

の

使用

単位

使用量 係数

熱量

（GJ）

二酸化炭素排出量

排出

係数

排出量

※１

（t）

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃

料

及

び

熱

都市ガス □

Nm

3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

185,387.0 45.00

□
L

0.0 36.70

8,342.4 0.014 416.0

□
kg

0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□

0.0

33,251.9 0.489

0.0

0.489 817.6

電

気

一般送配電事業者

の電線路を介して

供給された電気

昼間（8時～22時）

□
kWh

3,335,199.0

9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値

※２

合　計

1,630.9

夜間（22時～翌日8時）

□
kWh

1,671,996.0

9.28 15,516.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）

□
kWh

0.0 9.76 0.0 0.489

59,448.0 0.251

57,110.5

59,448.0

14.9

26.1

kWh

m

3

2,864.5

0.439

41.0

そ

の

他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □

m

3



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク

CO

2

削減率（前年度比）

%

CO

2

排出量（延床面積当たり）

kg-CO

2

/m

2

CO

2

排出量（総量）

t

その他

特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本工業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号

対策名

対策番号

対策名

組織体制の 整備

A202

温暖化対策推進担当の配置

A201

A203

具体的な取組目標と内容の設定

A207

排出状況の整理・分析・提供

エ ネ ル ギ ー 等 の

使用状況の 把握

B101

自ら入手可能な情報に基づく把握

B106

B105

エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

外部専門家への相談依頼の実施

推進担当者の知識向上・内部還元

過去のデータによる傾向の把握

B108

A210

A213

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

対

策

運 用 対 策

C101

空室・不在時等のこまめな消灯

C105

昼休み時の消灯の実施

C106

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

C112

C402

利用状況に応じた空調の設定変更

C125

進入外気に伴う空調負荷の低減

季節に応じた外気導入量の適正化

C109

空室・不在時等の空調停止

C123

温湿度の適正管理

C404

加熱時間表示等による無駄の抑制

C120

外灯等の点灯時間の季節別管理

C409

季節に応じた温度設定の見直し

C403

中央熱源機器等の季節設定実施

C417

C420

不使用室の空調停止

客室・共用部外調機の温度設定

セントラル空調のフィルター清掃

D103

中央熱源機器等の定期点検の実施

D108

その他設備の定期的な保守・点検

過度な換気風量の適正化

C421

設備保守対策

D101

ランプ等の定期的な清掃・交換

D102

D104

空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

E114

高効率パッケージの採用

E125

E133

高輝度誘導灯の導入

節水器具の採用

E124

更新に合わせた高効率機器の採用

E112

空調用高効率冷凍機の採用

昨年に引き続き、医療行為に影響のない範囲で照明の間引き・消灯の他　ＬＥＤ化を進めている。白熱電灯はほぼ取替

が完了し　直管型の蛍光灯については、1日15時間以上点灯している系統を優先的に更新中。現在は全体の62%の交換

を完了している。CO2の排出削減として、前年の1%削減を目標としている。

1.0

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2018年度の状況）

①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO

2

/m

2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　

電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  

⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

     　

⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本工業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称

板橋中央総合病院A

事 業 所 番 号

A 0 7 0 01

事 業 所 等 の 所 在 地

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒

1 7

－

2

1

区 市 町 村 名

0

－

0

0

東京都板橋区

小豆沢2-12-7

5

1年未満

4

□■
1年度分4,461.00

m

2

■ □

町 名 番 地

以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の

エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類

における細分類番号

8 3

報告範囲の主たる用途

□

□

前 年 度 の 報 告 内 容

か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258）

160

1 1
連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮）
312

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

5

総　計（④=②+③）
317

二酸化炭素

排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た

りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

69.9

燃料等の種別

推計

の

使用

単位

使用量 係数

熱量

（GJ）

二酸化炭素排出量

排出

係数

排出量

※１

（t）

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃

料

及

び

熱

都市ガス □

Nm

3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

3,883.1 45.00

□
L

0.0 36.70

174.7 0.014 8.7

□
kg

0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□

0.0

4,206.3 0.489

0.0

0.489 97.5

電

気

一般送配電事業者

の電線路を介して

供給された電気

昼間（8時～22時）

□
kWh

421,895.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値

※２

合　計

206.3

夜間（22時～翌日8時）

□
kWh

199,381.0 9.28 1,850.3

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）

□
kWh

0.0 9.76 0.0 0.489

8,058.0 0.251

6,231.3

8,058.0

2.0

3.5

kWh

m

3

312.5

0.439

5.6

そ

の

他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □

m

3



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク

CO

2

削減率（前年度比）

%

CO

2

排出量（延床面積当たり）

kg-CO

2

/m

2

CO

2

排出量（総量）

t

その他

特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本工業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号

対策名

対策番号

対策名

組織体制の 整備

A202

温暖化対策推進担当の配置

A201

A203

具体的な取組目標と内容の設定

A207

排出状況の整理・分析・提供

エ ネ ル ギ ー 等 の

使用状況の 把握

B101

自ら入手可能な情報に基づく把握

B106

B105

エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

外部専門家への相談依頼の実施

推進担当者の知識向上・内部還元

過去のデータによる傾向の把握

B108

A210

A213

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

対

策

運 用 対 策

C101

空室・不在時等のこまめな消灯

C105

昼休み時の消灯の実施

C106

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

C108

C402

利用状況に応じた空調の設定変更

C123

温湿度の適正管理

温度計等による室温の把握と調整

C109

空室・不在時等の空調停止

C112

季節に応じた外気導入量の適正化

C404

加熱時間表示等による無駄の抑制

C125

進入外気に伴う空調負荷の低減

C409

季節に応じた温度設定の見直し

C403

中央熱源機器等の季節設定実施

C417

C420

不使用室の空調停止

客室・共用部外調機の温度設定

セントラル空調のフィルター清掃

D104

空調フィルターの清掃・点検

D108

その他設備の定期的な保守・点検

過度な換気風量の適正化

C421

設備保守対策

D101

ランプ等の定期的な清掃・交換

D102

設備導入対策

E101

高効率照明ランプの採用（屋内）

E105

E124

照明用人感センサの採用

更新に合わせた高効率機器の採用

E103

高効率照明器具の採用（屋内）

E133

節水器具の採用

昨年と同様に旧式の壁掛けエアコン等を順次効率の良いものに更新し、建替えを視野に入れた対策を継続実施中。医

療行為に支障のない範囲での照明の間引き・消灯で対応してきたが、数年前より順次ＬＥＤ化を出来るところから進めて

いる。目標としては、前年に対して1%のCO2削減を目指している。

1.0

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2018年度の状況）

①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO

2

/m

2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　

電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  

⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

     　

⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本工業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称

高島平中央総合病院

事 業 所 番 号

A 0 7 0 01

事 業 所 等 の 所 在 地

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒

1 7

－

3

2

区 市 町 村 名

0

－

0

0

東京都板橋区

高島平1-69-8

8

1年未満

5

□■
1年度分11,646.37

m

2

■ □

町 名 番 地

以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の

エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類

における細分類番号

8 3

報告範囲の主たる用途

□

□

前 年 度 の 報 告 内 容

か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258）

785

1 1
連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮）
1,523

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

18

総　計（④=②+③）
1,541

二酸化炭素

排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た

りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

130.7

燃料等の種別

推計

の

使用

単位

使用量 係数

熱量

（GJ）

二酸化炭素排出量

排出

係数

排出量

※１

（t）

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃

料

及

び

熱

都市ガス □

Nm

3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

119,699.9 45.00

□
L

0.0 36.70

5,386.5 0.014 268.6

□
kg

0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□

0.0

18,009.5 0.489

0.0

0.489 371.3

電

気

一般送配電事業者

の電線路を介して

供給された電気

昼間（8時～22時）

□
kWh

1,806,372.0

9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値

※２

合　計

883.3

夜間（22時～翌日8時）

□
kWh

759,380.0 9.28 7,047.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）

□
kWh

0.0 9.76 0.0 0.489

27,219.0 0.251

30,443.1

27,219.0

6.8

11.9

kWh

m

3

1,523.3

0.439

18.8

そ

の

他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □

m

3



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク

CO

2

削減率（前年度比）

%

CO

2

排出量（延床面積当たり）

kg-CO

2

/m

2

CO

2

排出量（総量）

t

その他

特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本工業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号

対策名

対策番号

対策名

組織体制の 整備

A202

温暖化対策推進担当の配置

A201

A203

具体的な取組目標と内容の設定

A207

排出状況の整理・分析・提供

エ ネ ル ギ ー 等 の

使用状況の 把握

B101

自ら入手可能な情報に基づく把握

B106

B105

エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

外部専門家への相談依頼の実施

推進担当者の知識向上・内部還元

過去のデータによる傾向の把握

B108

A210

A213

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

対

策

運 用 対 策

C101

空室・不在時等のこまめな消灯

C105

昼休み時の消灯の実施

C106

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

C112

C402

利用状況に応じた空調の設定変更

C125

進入外気に伴う空調負荷の低減

季節に応じた外気導入量の適正化

C109

空室・不在時等の空調停止

C123

温湿度の適正管理

C404

加熱時間表示等による無駄の抑制

C120

外灯等の点灯時間の季節別管理

C409

季節に応じた温度設定の見直し

C403

中央熱源機器等の季節設定実施

C417

C420

不使用室の空調停止

客室・共用部外調機の温度設定

セントラル空調のフィルター清掃

D104

空調フィルターの清掃・点検

D108

その他設備の定期的な保守・点検

過度な換気風量の適正化

C421

設備保守対策

D101

ランプ等の定期的な清掃・交換

D102

設備導入対策

E101

高効率照明ランプの採用（屋内）

E125

E133

高輝度誘導灯の導入

節水器具の採用

E124

更新に合わせた高効率機器の採用

E103

高効率照明器具の採用（屋内）

E109

空調の冷温水配管の保温の実施

2014年12月1日に移転完了。基本対策を徹底し、データの分析と共に新規の効き等の省エネ運転を検討する。節電対

策として、医療行為に影響のない範囲での照明の間引き・消灯・ＬＥＤ化を行っている。CO2の排出量削減目標として

2018年度に対して2019年度において1%の削減を目標としている。

1.0

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2018年度の状況）

①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO

2

/m

2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　

電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  

⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

     　

⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本工業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称

イムス記念病院

事 業 所 番 号

A 0 7 0 01

事 業 所 等 の 所 在 地

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒

1 7

－

4

1

区 市 町 村 名

0

－

0

0

東京都板橋区

常盤台4-25-5

7

1年未満

4

□■
1年度分3,827.51

m

2

■ □

町 名 番 地

以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の

エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類

における細分類番号

8 3

報告範囲の主たる用途

□

□

前 年 度 の 報 告 内 容

か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258）

297

1 1
連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮）
576

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

10

総　計（④=②+③）
586

二酸化炭素

排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た

りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

150.4

燃料等の種別

推計

の

使用

単位

使用量 係数

熱量

（GJ）

二酸化炭素排出量

排出

係数

排出量

※１

（t）

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃

料

及

び

熱

都市ガス □

Nm

3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

15,058.5 45.00

□
L

0.0 36.70

677.6 0.014 33.8

□
kg

0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□

0.0

7,828.9 0.489

0.0

0.489 159.2

電

気

一般送配電事業者

の電線路を介して

供給された電気

昼間（8時～22時）

□
kWh

785,244.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値

※２

合　計

384.0

夜間（22時～翌日8時）

□
kWh

325,495.0 9.28 3,020.6

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）

□
kWh

0.0 9.76 0.0 0.489

15,372.0 0.251

11,527.1

15,372.0

3.9

6.7

kWh

m

3

576.9

0.439

10.6

そ

の

他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □

m

3



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク

CO

2

削減率（前年度比）

%

CO

2

排出量（延床面積当たり）

kg-CO

2

/m

2

CO

2

排出量（総量）

t

その他

特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本工業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号

対策名

対策番号

対策名

組織体制の 整備

A202

温暖化対策推進担当の配置

A201

A203

具体的な取組目標と内容の設定

A207

排出状況の整理・分析・提供

エ ネ ル ギ ー 等 の

使用状況の 把握

B101

自ら入手可能な情報に基づく把握

B106

B105

エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

外部専門家への相談依頼の実施

推進担当者の知識向上・内部還元

過去のデータによる傾向の把握

B108

A210

A213

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

対

策

運 用 対 策

C101

空室・不在時等のこまめな消灯

C104

採光を利用した消灯の実施

C106

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

C105

C402

利用状況に応じた空調の設定変更

C123

温湿度の適正管理

昼休み時の消灯の実施

C109

空室・不在時等の空調停止

C112

季節に応じた外気導入量の適正化

C404

加熱時間表示等による無駄の抑制

C125

進入外気に伴う空調負荷の低減

C409

季節に応じた温度設定の見直し

C403

中央熱源機器等の季節設定実施

C417

C420

不使用室の空調停止

客室・共用部外調機の温度設定

セントラル空調のフィルター清掃

D104

空調フィルターの清掃・点検

D105

換気フィルターの清掃・点検

過度な換気風量の適正化

C421

設備保守対策

D101

ランプ等の定期的な清掃・交換

D102

D108

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E101

高効率照明ランプの採用（屋内）

E102

E124

蛍光灯へ電子安定器採用（屋内）

更新に合わせた高効率機器の採用

E103

高効率照明器具の採用（屋内）

E125

高輝度誘導灯の導入

基本対策を徹底しデータの分析後、機器等の更新を行う。節電対策として、医療行為に影響のない範囲で照明の間引

き・消灯・ＬＥＤ化を実施。白熱電灯・蛍光灯型電球は、ほぼ取替完了。昨年と同様に直管型蛍光灯についてもLED化を

実施。CO2削減目標として2018年度に対して2019年度において、1%の削減を目標としている。＊運用対策C120の外灯

の季節別、点灯時間管理継続中。

1.0

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2018年度の状況）

①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO

2

/m

2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　

電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  

⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

     　

⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本工業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称

イムス板橋リハビリ病院

事 業 所 番 号

A 0 7 0 01

事 業 所 等 の 所 在 地

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒

1 7

－

5

1

区 市 町 村 名

0

－

0

0

東京都板橋区

小豆沢3-11-1

5

1年未満

4

□■
1年度分6,332.52

m

2

■ □

町 名 番 地

以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の

エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類

における細分類番号

8 3

報告範囲の主たる用途

□

□

前 年 度 の 報 告 内 容

か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258）

305

1 1
連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮）
593

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

14

総　計（④=②+③）
607

二酸化炭素

排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た

りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

93.6

燃料等の種別

推計

の

使用

単位

使用量 係数

熱量

（GJ）

二酸化炭素排出量

排出

係数

排出量

※１

（t）

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃

料

及

び

熱

都市ガス □

Nm

3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

37,089.6 45.00

□
L

0.0 36.70

1,669.0 0.014 83.2

□
kg

0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□

0.0

7,290.0 0.489

0.0

0.489 152.4

電

気

一般送配電事業者

の電線路を介して

供給された電気

昼間（8時～22時）

□
kWh

731,197.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値

※２

合　計

357.6

夜間（22時～翌日8時）

□
kWh

311,646.0 9.28 2,892.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）

□
kWh

0.0 9.76 0.0 0.489

20,601.0 0.251

11,851.1

20,601.0

5.2

9.0

kWh

m

3

593.2

0.439

14.2

そ

の

他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □

m

3



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク

CO

2

削減率（前年度比）

%

CO

2

排出量（延床面積当たり）

kg-CO

2

/m

2

CO

2

排出量（総量）

t

その他

特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本工業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号

対策名

対策番号

対策名

組織体制の 整備

A202

温暖化対策推進担当の配置

A201

A203

具体的な取組目標と内容の設定

A207

排出状況の整理・分析・提供

エ ネ ル ギ ー 等 の

使用状況の 把握

B101

自ら入手可能な情報に基づく把握

B106

B105

エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

外部専門家への相談依頼の実施

推進担当者の知識向上・内部還元

過去のデータによる傾向の把握

B108

A210

A213

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

対

策

運 用 対 策

C101

空室・不在時等のこまめな消灯

C104

採光を利用した消灯の実施

C106

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

C105

C402

利用状況に応じた空調の設定変更

C123

温湿度の適正管理

昼休み時の消灯の実施

C109

空室・不在時等の空調停止

C112

季節に応じた外気導入量の適正化

C404

加熱時間表示等による無駄の抑制

C125

進入外気に伴う空調負荷の低減

C409

季節に応じた温度設定の見直し

C120

外灯等の点灯時間の季節別管理

C403

C417

中央熱源機器等の季節設定実施

不使用室の空調停止

セントラル空調のフィルター清掃

D104

空調フィルターの清掃・点検

D105

換気フィルターの清掃・点検

客室・共用部外調機の温度設定

C420

設備保守対策

D101

ランプ等の定期的な清掃・交換

D102

D108

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E101

高効率照明ランプの採用（屋内）

E125

E124

高輝度誘導灯の導入

更新に合わせた高効率機器の採用

E103

高効率照明器具の採用（屋内）

E133

節水器具の採用

節電対策として、医療行為に影響のない範囲で照明の間引き・消灯の他、LED化に着手。外気導入を極力抑えた空調を

実施中。ガラス面が多い為、カーテンを有効に使用している。CO2の削減目標として、2018年度に対して2019年度にお

いて１％の削減を目標としている。＊運用対策C421厨房の過度な換気量の適正化は、継続中

1.0

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2018年度の状況）

①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO

2

/m

2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　

電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  

⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

     　

⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本工業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称

板橋ロイヤルケアセンター

事 業 所 番 号

A 0 7 0 01

事 業 所 等 の 所 在 地

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒

1 7

－

6

3

区 市 町 村 名

0

－

0

0

東京都板橋区

前野町3-46-3

6

1年未満

4

□■
1年度分4,888.00

m

2

■ □

町 名 番 地

以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の

エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類

における細分類番号

8 3

報告範囲の主たる用途

□

□

前 年 度 の 報 告 内 容

か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258）

266

1 1
連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮）
517

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

13

総　計（④=②+③）
530

二酸化炭素

排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た

りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

105.7

燃料等の種別

推計

の

使用

単位

使用量 係数

熱量

（GJ）

二酸化炭素排出量

排出

係数

排出量

※１

（t）

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃

料

及

び

熱

都市ガス □

Nm

3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

110,710.0 45.00

□
L

0.0 36.70

4,982.0 0.014 248.4

□
kg

0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□

0.0

3,805.6 0.489

0.0

0.489 82.0

電

気

一般送配電事業者

の電線路を介して

供給された電気

昼間（8時～22時）

□
kWh

381,704.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値

※２

合　計

186.7

夜間（22時～翌日8時）

□
kWh

167,777.0 9.28 1,557.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）

□
kWh

0.0 9.76 0.0 0.489

19,876.0 0.251

10,344.5

19,876.0

5.0

8.7

kWh

m

3

517.1

0.439

13.7

そ

の

他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □

m

3



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク

CO

2

削減率（前年度比）

%

CO

2

排出量（延床面積当たり）

kg-CO

2

/m

2

CO

2

排出量（総量）

t

その他

特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本工業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号

対策名

対策番号

対策名

組織体制の 整備

A202

温暖化対策推進担当の配置

A201

A203

具体的な取組目標と内容の設定

A207

排出状況の整理・分析・提供

エ ネ ル ギ ー 等 の

使用状況の 把握

B101

自ら入手可能な情報に基づく把握

B106

B105

エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

推進担当者の知識向上・内部還元

過去のデータによる傾向の把握

B108

A213

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

対

策

運 用 対 策

C101

空室・不在時等のこまめな消灯

C104

採光を利用した消灯の実施

C106

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

C105

C402

利用状況に応じた空調の設定変更

C123

温湿度の適正管理

昼休み時の消灯の実施

C109

空室・不在時等の空調停止

C112

季節に応じた外気導入量の適正化

C404

加熱時間表示等による無駄の抑制

C125

進入外気に伴う空調負荷の低減

C409

季節に応じた温度設定の見直し

C120

外灯等の点灯時間の季節別管理

C403

C417

中央熱源機器等の季節設定実施

不使用室の空調停止

セントラル空調のフィルター清掃

D104

空調フィルターの清掃・点検

D105

換気フィルターの清掃・点検

過度な換気風量の適正化

C421

設備保守対策

D101

ランプ等の定期的な清掃・交換

D102

D108

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E101

高効率照明ランプの採用（屋内）

E125

E133

高輝度誘導灯の導入

節水器具の採用

E124

更新に合わせた高効率機器の採用

E103

高効率照明器具の採用（屋内）

E109

空調の冷温水配管の保温の実施

基本対策の徹底から取り組みを始め、今年も昨年と同様に照明器具のLED化を推進中。冷温水発生器のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ・中

間期対応の検討中。CO2の削減目標として、2018年度に対して2019年度において１%の削減を目標としている。＊運用

対策C210の外調機の温度設定管理継続中。

1.0

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2018年度の状況）

①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO

2

/m

2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　

電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  

⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

     　

⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本工業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称

板橋セントラルクリニック

事 業 所 番 号

A 0 7 0 01

事 業 所 等 の 所 在 地

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒

1 7

－

7

1

区 市 町 村 名

0

－

0

0

東京都板橋区

小豆沢2-16-15

5

1年未満

4

□■
1年度分1,031.00

m

2

■ □

町 名 番 地

以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の

エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類

における細分類番号

8 3

報告範囲の主たる用途

□

□

前 年 度 の 報 告 内 容

か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258）

38

2 2
連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮）
73

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③）
73

二酸化炭素

排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た

りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

70.8

燃料等の種別

推計

の

使用

単位

使用量 係数

熱量

（GJ）

二酸化炭素排出量

排出

係数

排出量

※１

（t）

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃

料

及

び

熱

都市ガス □

Nm

3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

0.0 45.00

□
L

0.0 36.70

0.0 0.014 0.0

□
kg

0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□

0.0

1,113.1 0.489

0.0

0.489 19.3

電

気

一般送配電事業者

の電線路を介して

供給された電気

昼間（8時～22時）

□
kWh

111,647.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値

※２

合　計

54.6

夜間（22時～翌日8時）

□
kWh

39,547.0 9.28 367.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）

□
kWh

0.0 9.76 0.0 0.489

680.0 0.251

1,480.1

680.0

0.2

0.3

kWh

m

3

73.9

0.439

0.5

そ

の

他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □

m

3



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク

CO

2

削減率（前年度比）

%

CO

2

排出量（延床面積当たり）

kg-CO

2

/m

2

CO

2

排出量（総量）

t

その他

特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本工業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号

対策名

対策番号

対策名

組織体制の 整備

A202

温暖化対策推進担当の配置

A201

A203

具体的な取組目標と内容の設定

A207

排出状況の整理・分析・提供

エ ネ ル ギ ー 等 の

使用状況の 把握

B101

自ら入手可能な情報に基づく把握

B106

B105

エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

推進担当者の知識向上・内部還元

優良事例の組織内共有体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

B108

A213

A215

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

対

策

運 用 対 策

C101

空室・不在時等のこまめな消灯

C104

採光を利用した消灯の実施

C106

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

C105

C112

季節に応じた外気導入量の適正化

昼休み時の消灯の実施

C109

空室・不在時等の空調停止

C107

空調機スイッチに空調範囲を表示

C125

進入外気に伴う空調負荷の低減

C115

事務用機器を業務終了時に停止

C117

C118

便座ヒーター等温度の季節別設定

自動販売機の休日・夜間照明停止

セントラル空調のフィルター清掃

D104

空調フィルターの清掃・点検

D105

換気フィルターの清掃・点検

外灯等の点灯時間の季節別管理

C120

設備保守対策

D101

ランプ等の定期的な清掃・交換

D102

設備導入対策

E101

高効率照明ランプの採用（屋内）

E125

E124

高輝度誘導灯の導入

更新に合わせた高効率機器の採用

E133

節水器具の採用

照明器具のLEDかについては、蛍光灯型電球は、ほぼ取替完了。夏季の空調設定温度27度を実施し不定期にパトロー

ルにてチェックを行っている。CO2の排出量削減目標として、2018年度に対して2019年度において１％の削減を目標とし

ている。＊運用対策C123の温湿度の適正管理継続中。

1.0

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2018年度の状況）

①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO

2

/m

2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　

電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  

⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

     　

⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本工業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称

板橋中央看護専門学校

事 業 所 番 号

A 0 7 0 01

事 業 所 等 の 所 在 地

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒

1 7

－

8

1

区 市 町 村 名

0

－

0

0

東京都板橋区

小豆沢2-6-4

5

1年未満

4

□■
1年度分3,018.55

m

2

■ □

町 名 番 地

以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の

エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類

における細分類番号

8 1

報告範囲の主たる用途

□

□

前 年 度 の 報 告 内 容

か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258）

61

7 1
連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮）
119

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③）
119

二酸化炭素

排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た

りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

39.4

燃料等の種別

推計

の

使用

単位

使用量 係数

熱量

（GJ）

二酸化炭素排出量

排出

係数

排出量

※１

（t）

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃

料

及

び

熱

都市ガス □

Nm

3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

89.9 45.00

□
L

0.0 36.70

4.0 0.014 0.2

□
kg

0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□

0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0

電

気

一般送配電事業者

の電線路を介して

供給された電気

昼間（8時～22時）

□
kWh

0.0 9.97

119.7

規則第5条の17第3項の場合のみなし値

※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時）

□
kWh

0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）

□
kWh

244,794.0 9.76 2,389.2 0.489

1,330.0 0.251

2,393.2

1,330.0

0.3

0.6

kWh

m

3

119.9

0.439

0.9

そ

の

他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □

m

3



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク

CO

2

削減率（前年度比）

%

CO

2

排出量（延床面積当たり）

kg-CO

2

/m

2

CO

2

排出量（総量）

t

その他

特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本工業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号

対策名

対策番号

対策名

組織体制の 整備

A202

温暖化対策推進担当の配置

A201

A203

具体的な取組目標と内容の設定

A207

排出状況の整理・分析・提供

エ ネ ル ギ ー 等 の

使用状況の 把握

B101

自ら入手可能な情報に基づく把握

B106

B105

エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

外部専門家への相談依頼の実施

推進担当者の知識向上・内部還元

過去のデータによる傾向の把握

B108

A210

A213

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

対

策

運 用 対 策

C104

採光を利用した消灯の実施

C105

C117

便座ヒーター等温度の季節別設定

昼休み時の消灯の実施

C123

温湿度の適正管理

C118

自動販売機の休日・夜間照明停止

C120

外灯等の点灯時間の季節別管理

セントラル空調のフィルター清掃

D104

空調フィルターの清掃・点検

D105

換気フィルターの清掃・点検

設備保守対策

D101

ランプ等の定期的な清掃・交換

D102

設備導入対策

E101

高効率照明ランプの採用（屋内）

E125

E133

高輝度誘導灯の導入

節水器具の採用

E124

更新に合わせた高効率機器の採用

E109

空調の冷温水配管の保温の実施

節電対策として、照明器具の間引き・消灯を実施中。授業の終了後は速やかな帰宅をお願いしている。CO2の排出量削

減目標として、2018年度に対して2019年度において１％の削減を目指している。

1.0

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2018年度の状況）

①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO

2

/m

2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　

電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  

⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

     　

⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本工業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称

イムスリハビリテーションセンター東京葛飾

事 業 所 番 号

A 0 7 0 01

事 業 所 等 の 所 在 地

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒

1 2

－

9

6

区 市 町 村 名

0

－

0

0

東京都葛飾区

堀切3-26-5

0

1年未満

4

□■
1年度分4,259.00

m

2

■ □

町 名 番 地

以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の

エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類

における細分類番号

8 3

報告範囲の主たる用途

□

□

前 年 度 の 報 告 内 容

か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258）

208

1 1
連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮）
406

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

5

総　計（④=②+③）
411

二酸化炭素

排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た

りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

95.3

燃料等の種別

推計

の

使用

単位

使用量 係数

熱量

（GJ）

二酸化炭素排出量

排出

係数

排出量

※１

（t）

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃

料

及

び

熱

都市ガス □

Nm

3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

6,922.2 45.00

□
L

0.0 36.70

311.5 0.014 15.5

□
kg

0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□

0.0

5,441.9 0.489

0.0

0.489 123.7

電

気

一般送配電事業者

の電線路を介して

供給された電気

昼間（8時～22時）

□
kWh

545,826.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値

※２

合　計

266.9

夜間（22時～翌日8時）

□
kWh

252,869.0 9.28 2,346.6

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）

□
kWh

0.0 9.76 0.0 0.489

8,533.0 0.251

8,100.0

8,533.0

2.1

3.7

kWh

m

3

406.1

0.439

5.9

そ

の

他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □

m

3



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク

CO

2

削減率（前年度比）

%

CO

2

排出量（延床面積当たり）

kg-CO

2

/m

2

CO

2

排出量（総量）

t

その他

特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本工業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号

対策名

対策番号

対策名

組織体制の 整備

A202

温暖化対策推進担当の配置

A201

A203

具体的な取組目標と内容の設定

A207

排出状況の整理・分析・提供

エ ネ ル ギ ー 等 の

使用状況の 把握

B101

自ら入手可能な情報に基づく把握

B106

B105

エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

外部専門家への相談依頼の実施

推進担当者の知識向上・内部還元

過去のデータによる傾向の把握

B108

A210

A213

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

対

策

運 用 対 策

C101

空室・不在時等のこまめな消灯

C105

昼休み時の消灯の実施

C106

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

C112

C402

利用状況に応じた空調の設定変更

C125

進入外気に伴う空調負荷の低減

季節に応じた外気導入量の適正化

C109

空室・不在時等の空調停止

C123

温湿度の適正管理

C404

加熱時間表示等による無駄の抑制

C120

外灯等の点灯時間の季節別管理

C409

季節に応じた温度設定の見直し

C403

中央熱源機器等の季節設定実施

C417

C420

不使用室の空調停止

客室・共用部外調機の温度設定

セントラル空調のフィルター清掃

D104

空調フィルターの清掃・点検

D105

換気フィルターの清掃・点検

過度な換気風量の適正化

C421

設備保守対策

D101

ランプ等の定期的な清掃・交換

D102

D108

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E101

高効率照明ランプの採用（屋内）

E125

E136

高輝度誘導灯の導入

デマンドコントローラの設置

E124

更新に合わせた高効率機器の採用

E103

高効率照明器具の採用（屋内）

E133

節水器具の採用

2017年春に改修を行い、7月より急性期から回復期のリハビリに特化した病院としてオープンし名称も新葛飾病院からイ

ムスリハビリテーションセンター東京葛飾病院に変更。改修の際、照明を全体の40%でＬＥＤ化した。現在は、データの蓄

積及び空調機器の更新を随時行いCO2の削減目標として、2018年度に対して2019年度において１％の削減を目指して

いる。

1.0

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2018年度の状況）

①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO

2

/m

2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　

電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  

⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

     　

⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本工業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称

イムス葛飾ハートセンター

事 業 所 番 号

A 0 7 0 11

事 業 所 等 の 所 在 地

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒

1 2

－

0

6

区 市 町 村 名

0

－

0

0

東京都葛飾区

堀切3-30-1

0

1年未満

4

□■
1年度分3,512.00

m

2

■ □

町 名 番 地

以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の

エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類

における細分類番号

8 3

報告範囲の主たる用途

□

□

前 年 度 の 報 告 内 容

か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258）

303

1 1
連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮）
591

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

7

総　計（④=②+③）
598

二酸化炭素

排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た

りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

168.2

燃料等の種別

推計

の

使用

単位

使用量 係数

熱量

（GJ）

二酸化炭素排出量

排出

係数

排出量

※１

（t）

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃

料

及

び

熱

都市ガス □

Nm

3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

6,487.2 45.00

□
L

0.0 36.70

291.9 0.014 14.6

□
kg

0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□

0.0

7,773.9 0.489

0.0

0.489 195.4

電

気

一般送配電事業者

の電線路を介して

供給された電気

昼間（8時～22時）

□
kWh

779,727.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値

※２

合　計

381.3

夜間（22時～翌日8時）

□
kWh

399,608.0 9.28 3,708.4

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）

□
kWh

0.0 9.76 0.0 0.489

11,501.0 0.251

11,774.2

11,501.0

2.9

5.0

kWh

m

3

591.3

0.439

7.9

そ

の

他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □

m

3



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク

CO

2

削減率（前年度比）

%

CO

2

排出量（延床面積当たり）

kg-CO

2

/m

2

CO

2

排出量（総量）

t

その他

特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本工業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号

対策名

対策番号

対策名

組織体制の 整備

A202

温暖化対策推進担当の配置

A201

A203

具体的な取組目標と内容の設定

A207

排出状況の整理・分析・提供

エ ネ ル ギ ー 等 の

使用状況の 把握

B101

自ら入手可能な情報に基づく把握

B106

B105

エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

外部専門家への相談依頼の実施

推進担当者の知識向上・内部還元

過去のデータによる傾向の把握

B108

A210

A213

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

対

策

運 用 対 策

C101

空室・不在時等のこまめな消灯

C105

昼休み時の消灯の実施

C106

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

C107

C402

利用状況に応じた空調の設定変更

C123

温湿度の適正管理

空調機スイッチに空調範囲を表示

C109

空室・不在時等の空調停止

C112

季節に応じた外気導入量の適正化

C404

加熱時間表示等による無駄の抑制

C125

進入外気に伴う空調負荷の低減

C409

季節に応じた温度設定の見直し

C120

外灯等の点灯時間の季節別管理

C417

C420

不使用室の空調停止

客室・共用部外調機の温度設定

セントラル空調のフィルター清掃

D104

空調フィルターの清掃・点検

D105

換気フィルターの清掃・点検

過度な換気風量の適正化

C421

設備保守対策

D101

ランプ等の定期的な清掃・交換

D102

D108

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E103

高効率照明器具の採用（屋内）

E125

E136

高輝度誘導灯の導入

デマンドコントローラの設置

E124

更新に合わせた高効率機器の採用

E133

節水器具の採用

基本対策の徹底から始め、データーの分析後、機器等の対策に移行する。節電対応として、医療行為に影響の無い範

囲で照明の間引き消灯を重点に対応中。白熱電球・ボール型蛍光灯のＬＥＤ化に着手。　ＣＯ２排出量の削減目標とし

て、29年度に対して30年度において　1％の削減を目指している。　　　　　　　　　　※運用対策C403の中央熱源機器等

の季節設定は、継続実施中です。

1.0

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2018年度の状況）

①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO

2

/m

2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　

電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  

⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

     　

⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本工業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称

葛飾ロイヤルケアセンター

事 業 所 番 号

A 0 7 0 11

事 業 所 等 の 所 在 地

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒

1 2

－

1

6

区 市 町 村 名

0

－

0

0

東京都葛飾区

堀切2-66-17

0

1年未満

4

□■
1年度分5,707.00

m

2

■ □

町 名 番 地

以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の

エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類

における細分類番号

8 3

報告範囲の主たる用途

□

□

前 年 度 の 報 告 内 容

か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258）

223

1 1
連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮）
433

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

11

総　計（④=②+③）
444

二酸化炭素

排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た

りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

75.8

燃料等の種別

推計

の

使用

単位

使用量 係数

熱量

（GJ）

二酸化炭素排出量

排出

係数

排出量

※１

（t）

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃

料

及

び

熱

都市ガス □

Nm

3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

42,178.0 45.00

□
L

0.0 36.70

1,898.0 0.014 94.6

□
kg

0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□

0.0

4,901.0 0.489

0.0

0.489 98.6

電

気

一般送配電事業者

の電線路を介して

供給された電気

昼間（8時～22時）

□
kWh

491,571.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値

※２

合　計

240.4

夜間（22時～翌日8時）

□
kWh

201,729.0 9.28 1,872.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）

□
kWh

0.0 9.76 0.0 0.489

16,004.0 0.251

8,671.0

16,004.0

4.0

7.0

kWh

m

3

433.7

0.439

11.0

そ

の

他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □

m

3



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク

CO

2

削減率（前年度比）

%

CO

2

排出量（延床面積当たり）

kg-CO

2

/m

2

CO

2

排出量（総量）

t

その他

特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本工業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号

対策名

対策番号

対策名

組織体制の 整備

A202

温暖化対策推進担当の配置

A201

A203

具体的な取組目標と内容の設定

A207

排出状況の整理・分析・提供

エ ネ ル ギ ー 等 の

使用状況の 把握

B101

自ら入手可能な情報に基づく把握

B106

B105

エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

外部専門家への相談依頼の実施

推進担当者の知識向上・内部還元

過去のデータによる傾向の把握

B108

A210

A213

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

対

策

運 用 対 策

C101

空室・不在時等のこまめな消灯

C105

昼休み時の消灯の実施

C106

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

C112

C402

利用状況に応じた空調の設定変更

C125

進入外気に伴う空調負荷の低減

季節に応じた外気導入量の適正化

C109

空室・不在時等の空調停止

C123

温湿度の適正管理

C404

加熱時間表示等による無駄の抑制

C120

外灯等の点灯時間の季節別管理

C409

季節に応じた温度設定の見直し

C403

中央熱源機器等の季節設定実施

C417

C420

不使用室の空調停止

客室・共用部外調機の温度設定

セントラル空調のフィルター清掃

D104

空調フィルターの清掃・点検

D105

換気フィルターの清掃・点検

過度な換気風量の適正化

C421

設備保守対策

D101

ランプ等の定期的な清掃・交換

D102

D108

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E101

高効率照明ランプの採用（屋内）

E125

E133

高輝度誘導灯の導入

節水器具の採用

E124

更新に合わせた高効率機器の採用

E112

空調用高効率冷凍機の採用

節電対応として、医療行為に影響の無い範囲で照明も間引き・消灯を重点に対応中。照明のLED化については、白熱電

灯・蛍光灯型電球は、ほぼ取替完了。また、直管型蛍光灯のLED化も推進中の他デマンド監視装置を設置した。　ＣＯ2

削減目標として、2018年度に対して2019年度において　1％の削減を目指している。        ※設備導入対策E109の冷温

水間の保温は、完了しました。

1.0

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2018年度の状況）

①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO

2

/m

2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　

電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  

⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

     　

⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本工業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称

お花茶屋ロイヤルケアセンター

事 業 所 番 号

A 0 7 0 11

事 業 所 等 の 所 在 地

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒

1 2

－

2

1

区 市 町 村 名

0

－

0

0

東京都葛飾区

四つ木5-19-7

1

1年未満

4

□■
1年度分5,713.00

m

2

■ □

町 名 番 地

以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の

エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類

における細分類番号

8 3

報告範囲の主たる用途

□

□

前 年 度 の 報 告 内 容

か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258）

236

1 1
連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮）
458

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

13

総　計（④=②+③）
471

二酸化炭素

排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た

りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

80.1

燃料等の種別

推計

の

使用

単位

使用量 係数

熱量

（GJ）

二酸化炭素排出量

排出

係数

排出量

※１

（t）

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃

料

及

び

熱

都市ガス □

Nm

3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

48,113.3 45.00

□
L

0.0 36.70

2,165.1 0.014 108.0

□
kg

0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□

0.0

4,987.0 0.489

0.0

0.489 106.0

電

気

一般送配電事業者

の電線路を介して

供給された電気

昼間（8時～22時）

□
kWh

500,196.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値

※２

合　計

244.6

夜間（22時～翌日8時）

□
kWh

216,796.0 9.28 2,011.9

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）

□
kWh

0.0 9.76 0.0 0.489

19,764.0 0.251

9,163.9

19,764.0

5.0

8.7

kWh

m

3

458.6

0.439

13.6

そ

の

他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □

m

3



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク

CO

2

削減率（前年度比）

%

CO

2

排出量（延床面積当たり）

kg-CO

2

/m

2

CO

2

排出量（総量）

t

その他

特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本工業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号

対策名

対策番号

対策名

組織体制の 整備

A202

温暖化対策推進担当の配置

A201

A203

具体的な取組目標と内容の設定

A207

排出状況の整理・分析・提供

エ ネ ル ギ ー 等 の

使用状況の 把握

B101

自ら入手可能な情報に基づく把握

B106

B105

エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

外部専門家への相談依頼の実施

推進担当者の知識向上・内部還元

過去のデータによる傾向の把握

B108

A210

A213

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

対

策

運 用 対 策

C101

空室・不在時等のこまめな消灯

C104

採光を利用した消灯の実施

C106

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

C112

C402

利用状況に応じた空調の設定変更

C120

外灯等の点灯時間の季節別管理

季節に応じた外気導入量の適正化

C109

空室・不在時等の空調停止

C125

進入外気に伴う空調負荷の低減

C404

加熱時間表示等による無駄の抑制

C129

季節に応じた温度設定の見直し

C409

季節に応じた温度設定の見直し

C403

中央熱源機器等の季節設定実施

C417

C420

不使用室の空調停止

客室・共用部外調機の温度設定

セントラル空調のフィルター清掃

D104

空調フィルターの清掃・点検

D108

その他設備の定期的な保守・点検

過度な換気風量の適正化

C421

設備保守対策

D101

ランプ等の定期的な清掃・交換

D102

設備導入対策

E101

高効率照明ランプの採用（屋内）

E125

E133

高輝度誘導灯の導入

節水器具の採用

E124

更新に合わせた高効率機器の採用

E103

高効率照明器具の採用（屋内）

E111

ポンプ・ファンのインバータ制御

節電対応として、医療行為に影響の無い範囲で照明の間引き・消灯を重点に対応中。LED照明への移行も継続中、デ

マンドコントローラーの活用で節電。　ＣＯ2排出量の削減目標として、2018年度に対して2019年度において　1％の削減

を目指している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※C105の昼休みの消

灯、 C123の温湿度の適正管理は、継続しております。

1.0

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2018年度の状況）

①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO

2

/m

2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　

電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  

⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

     　

⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本工業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称

新葛飾ロイヤルクリニック

事 業 所 番 号

A 0 7 0 11

事 業 所 等 の 所 在 地

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒

1 2

－

3

6

区 市 町 村 名

0

－

0

0

東京都葛飾区

堀切2-66-17

0

1年未満

4

□■
1年度分1,978.00

m

2

■ □

町 名 番 地

以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の

エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類

における細分類番号

8 3

報告範囲の主たる用途

□

□

前 年 度 の 報 告 内 容

か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258）

126

2 2
連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮）
245

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

5

総　計（④=②+③）
250

二酸化炭素

排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た

りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

123.8

燃料等の種別

推計

の

使用

単位

使用量 係数

熱量

（GJ）

二酸化炭素排出量

排出

係数

排出量

※１

（t）

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃

料

及

び

熱

都市ガス □

Nm

3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

3,581.5 45.00

□
L

0.0 36.70

161.2 0.014 8.0

□
kg

0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□

0.0

3,568.8 0.489

0.0

0.489 62.8

電

気

一般送配電事業者

の電線路を介して

供給された電気

昼間（8時～22時）

□
kWh

357,957.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値

※２

合　計

175.0

夜間（22時～翌日8時）

□
kWh

128,398.0 9.28 1,191.5

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）

□
kWh

0.0 9.76 0.0 0.489

8,228.0 0.251

4,921.5

8,228.0

2.1

3.6

kWh

m

3

245.9

0.439

5.7

そ

の

他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □

m

3



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク

CO

2

削減率（前年度比）

%

CO

2

排出量（延床面積当たり）

kg-CO

2

/m

2

CO

2

排出量（総量）

t

その他

特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本工業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号

対策名

対策番号

対策名

組織体制の 整備

A202

温暖化対策推進担当の配置

A201

A203

具体的な取組目標と内容の設定

A207

排出状況の整理・分析・提供

エ ネ ル ギ ー 等 の

使用状況の 把握

B105

エネルギー使用量の前年度比較

B106

エネルギー等情報の対策への活用

推進担当者の知識向上・内部還元

優良事例の組織内共有体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

B108

A213

A215

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

対

策

運 用 対 策

C101

空室・不在時等のこまめな消灯

C104

採光を利用した消灯の実施

C106

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

C105

C123

温湿度の適正管理

昼休み時の消灯の実施

C109

空室・不在時等の空調停止

C112

季節に応じた外気導入量の適正化

C125

進入外気に伴う空調負荷の低減

C115

事務用機器を業務終了時に停止

C118

C120

自動販売機の休日・夜間照明停止

外灯等の点灯時間の季節別管理

セントラル空調のフィルター清掃

D104

空調フィルターの清掃・点検

D105

換気フィルターの清掃・点検

季節に応じた温度設定の見直し

C129

設備保守対策

D101

ランプ等の定期的な清掃・交換

D102

D108

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E101

高効率照明ランプの採用（屋内）

E125

E133

高輝度誘導灯の導入

節水器具の採用

E124

更新に合わせた高効率機器の採用

E109

空調の冷温水配管の保温の実施

節電対策として、医療行為に影響の無い範囲で照明の間引き・消灯を重点に対応中。照明のLED化については、白熱

電灯・蛍光灯型電球は、ほぼ取替完了。　直管蛍光灯についてもLEDへの更新の計画中。ＣＯ2排出量の削減目標とし

て、2018年度に対して2019年度において　1％の削減を目指している。

※運用対策　C117の昼休み消灯は継続実施中です。

1.0

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2018年度の状況）

①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO

2

/m

2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　

電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  

⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

     　

⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本工業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称

クローバーのさと

事 業 所 番 号

A 0 7 0 11

事 業 所 等 の 所 在 地

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒

1 7

－

4

2

区 市 町 村 名

0

－

0

0

東京都板橋区

仲町1-4

2

1年未満

3

□■
1年度分6,017.18

m

2

□ □

町 名 番 地

以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の

エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類

における細分類番号

8 3

報告範囲の主たる用途

□

□

前 年 度 の 報 告 内 容

か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258）

214

1 1
連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮）
417

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

8

総　計（④=②+③）
425

二酸化炭素

排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た

りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

69.3

燃料等の種別

推計

の

使用

単位

使用量 係数

熱量

（GJ）

二酸化炭素排出量

排出

係数

排出量

※１

（t）

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃

料

及

び

熱

都市ガス □

Nm

3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

56,204.2 45.00

□
L

0.0 36.70

2,529.2 0.014 126.1

□
kg

0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□

0.0

3,870.6 0.489

0.0

0.489 101.2

電

気

一般送配電事業者

の電線路を介して

供給された電気

昼間（8時～22時）

□
kWh

388,225.0 9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値

※２

合　計

189.8

夜間（22時～翌日8時）

□
kWh

206,914.0 9.28 1,920.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）

□
kWh

0.0 9.76 0.0 0.489

10,416.0 0.251

8,320.0

12,336.0

2.6

5.4

kWh

m

3

417.1

0.439

8.0

そ

の

他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □

m

3



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク

CO

2

削減率（前年度比）

%

CO

2

排出量（延床面積当たり）

kg-CO

2

/m

2

CO

2

排出量（総量）

t

その他

特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本工業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号

対策名

対策番号

対策名

組織体制の 整備

A202

温暖化対策推進担当の配置

A201

A203

具体的な取組目標と内容の設定

A207

排出状況の整理・分析・提供

エ ネ ル ギ ー 等 の

使用状況の 把握

B101

自ら入手可能な情報に基づく把握

B106

B105

エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

推進担当者の知識向上・内部還元

優良事例の組織内共有体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

B108

A213

A215

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

対

策

運 用 対 策

C101

空室・不在時等のこまめな消灯

C104

採光を利用した消灯の実施

C106

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

C105

C402

利用状況に応じた空調の設定変更

C123

温湿度の適正管理

昼休み時の消灯の実施

C109

空室・不在時等の空調停止

C112

季節に応じた外気導入量の適正化

C404

加熱時間表示等による無駄の抑制

C125

進入外気に伴う空調負荷の低減

C409

季節に応じた温度設定の見直し

C120

外灯等の点灯時間の季節別管理

C129

季節に応じた温度設定の見直し

セントラル空調のフィルター清掃

D104

空調フィルターの清掃・点検

D105

換気フィルターの清掃・点検

設備保守対策

D101

ランプ等の定期的な清掃・交換

D102

D108

その他設備の定期的な保守・点検

設備導入対策

E101

高効率照明ランプの採用（屋内）

E125

高輝度誘導灯の導入

E109

空調の冷温水配管の保温の実施

2014年10月から開設。建物用途は老人保健施設で延床面積20,121.7㎡(29.9%)のうち6,017.18㎡を医療法人明芳会、

14,104.52㎡（70.1％）を社会福祉法人明東会が運営をしている。節電対策として、医療行為に影響のない範囲にて、消

灯を実施。2018年に対し2019年度において1%のｴﾈﾙｷﾞｰ削減を目指している。

1.0

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2018年度の状況）

①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO

2

/m

2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　

電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  

⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

     　

⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本工業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称

東京葛飾総合病院

事 業 所 番 号

A 0 7 0 11

事 業 所 等 の 所 在 地

5

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒

1 2

－

5

5

区 市 町 村 名

0

－

0

0

東京都葛飾区

西新小岩4-18-1

2

1年未満

4

□■
1年度分15,354.00

m

2

■ □

町 名 番 地

以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の

エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類

における細分類番号

8 3

報告範囲の主たる用途

□

□

前 年 度 の 報 告 内 容

か ら の 変 更 点

新規報告施設（第1回目）

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258）

919

1 1
連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮）
1,799

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

18

総　計（④=②+③）
1,817

二酸化炭素

排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た

りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

117.1

燃料等の種別

推計

の

使用

単位

使用量 係数

熱量

（GJ）

二酸化炭素排出量

排出

係数

排出量

※１

（t）

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃

料

及

び

熱

都市ガス □

Nm

3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

69,368.1 45.00

□
L

0.0 36.70

3,121.6 0.014 155.7

□
kg

0.0 50.80 0.0 0.016 0.0

0.0 0.019 0.0

□

0.0

18,994.3 0.489

0.0

0.489 712.6

電

気

一般送配電事業者

の電線路を介して

供給された電気

昼間（8時～22時）

□
kWh

1,905,147.0

9.97

0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値

※２

合　計

931.6

夜間（22時～翌日8時）

□
kWh

1,457,304.0

9.28 13,523.8

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）

□
kWh

0.0 9.76 0.0 0.489
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合　計

公共下水道 □
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（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク

CO

2

削減率（前年度比）

%

CO

2

排出量（延床面積当たり）

kg-CO

2

/m

2

CO

2

排出量（総量）

t

その他

特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本工業規格A列4番）

地球温暖化対策の方針等の設定

重点対策 その他対策

対策番号

対策名

対策番号

対策名

組織体制の 整備

A202

温暖化対策推進担当の配置

A201

A203

具体的な取組目標と内容の設定

A207

排出状況の整理・分析・提供

エ ネ ル ギ ー 等 の

使用状況の 把握

B101

自ら入手可能な情報に基づく把握

B106

B105

エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

外部専門家への相談依頼の実施

推進担当者の知識向上・内部還元

過去のデータによる傾向の把握

B108

A210

A213

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

対

策

運 用 対 策

C101

空室・不在時等のこまめな消灯

C105

昼休み時の消灯の実施

C106

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

C112

C402

利用状況に応じた空調の設定変更

C125

進入外気に伴う空調負荷の低減

季節に応じた外気導入量の適正化

C109

空室・不在時等の空調停止

C123

温湿度の適正管理

C409

季節に応じた温度設定の見直し

C120

外灯等の点灯時間の季節別管理

C403

中央熱源機器等の季節設定実施

C417

C420

不使用室の空調停止

客室・共用部外調機の温度設定

セントラル空調のフィルター清掃

D104

空調フィルターの清掃・点検

D108

その他設備の定期的な保守・点検

過度な換気風量の適正化

C421

設備保守対策

D103

中央熱源機器等の定期点検の実施

D102

設備導入対策

E101

高効率照明ランプの採用（屋内）

E125

E114

高効率パッケージの採用

高輝度誘導灯の導入

E103

高効率照明器具の採用（屋内）

E112

空調用高効率冷凍機の採用

2017年5月より運用開始した新築物件、現在は空調用リモコンに「不在時のスイッチOFF」照明のスイッチに「不在時消

灯」等の省エネ意識高揚の為のｼｰﾙを貼っている。2018年に対して2019年に於いて１％のエネルギー削減を目標として

いる。

1.0

□

■ □

目標値等（選択）

目 標 の 有 無


